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2023 年度 ビルクリーニング技能検定 

1 級 学科試験問題 
 

１．試験時間 60 分 

 

２．問題数  50 題  A 群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題） 

 

３．注意事項 

  (1)携帯電話、腕時計型端末の使用は禁止します。（電源は予め切り、バック等にしまって下さい）。 

  (2)机上に受検票及び筆記用具以外のものを置いてはいけません。 

  (3)電子式卓上計算機、その他これと同等の機能を有するものは、使用してはいけません。 

  (4)試験官の指示があるまで、この表紙を開けてはいけません。 

  (5)試験官の指示に従って、試験問題のページ数を確認してください。もし、異常があった場合に

は、黙って手を挙げて下さい。 

  (6)解答用紙はマークシートです。必ず鉛筆又はシャープペンシルを使用して下さい。 

  (7)解答用紙には、等級、受検番号、氏名を必ず記入し、受検番号の欄は、受検区分と受検番号を

必ずマークして下さい。 

  (8)試験官の指示に従って、試験を開始して下さい。 

  (9)問題は、A群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題）の 50 題です。 

   ①真偽法は、問題の内容が正しいか誤っているかを判断し、解答用紙に正か誤のどちらか一つ

を記入して下さい。 

   ②多肢択一法は、問題に対応する選択肢の中で、正解と思う選択肢を一つ選び、解答用紙に記

入して下さい。 

   ③解答用紙の注意事項を必ず確認し、A群、B群の解答欄を間違わないように記入して下さい。 

  (10)試験中、質問があるときは、黙って手を挙げて下さい。ただし、漢字の読み方を含めて、

試験問題の内容についてはお答えできません。 

  (11)試験開始後 30分間は退出できません。30分経過後に解答ができあがった場合は、黙って手を

挙げて試験官の指示に従って下さい。退室後は試験が終了するまで再入室はできません。 

  (12)試験中にトイレに行きたい場合は、黙って手を挙げて試験官の指示に従って下さい。 

  (13)試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験官の指示に従って下さい。 

  (14)試験終了後、解答用紙は提出して下さい。問題用紙は持ち帰って下さい。 

  (15)試験問題の解答に当たり適用すべき法令、基準等は、2023 年 4月 1 日現在で施行され

ている内容に基づくものです。 

禁転載複製 
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■Ａ群（真偽法） 

 

1．フロアーオイルは、不乾性の鉱油を主成分とした液状の床維持剤で、弾性床材に適している。 

 

2．「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」及び関係法令で定める事業登録の有効期間

は 5年である。 

 

3．大小便器の水洗洗浄方式には、洗浄弁（フラッシュバルブ）とシスタンバルブがあり、シスタ

ンバルブは給水圧力が 0.7kg/㎠以上必要な場合に用いられる。 

 

4．床みがき機（ポリッシャー）の回転部は、内部が減速歯車構造になっており、これをインター

ナル方式という。 

 

5．木質系床材の表層仕上げ剤として、樹脂塗装やワックス（ろう）がある。 

 

6．「ゴンドラ安全規則」の「ゴンドラ取扱い業務特別教育規程」では、学科教育は 5時間以上、

実技教育は 3時間以上の教育義務が課せられている。 

 

7．産業廃棄物の移動に関する記録には、法的な拘束はない。 

 

8．塗装壁材に使われるアクリル系合成樹脂エマルションペイントは、耐候性、耐水性、耐酸性、

耐アルカリ性に優れている。 

 

9．クロゴキブリは、小形で、暗く狭い場所を好み、丈夫な足をもち、黄かっ色である。 

 

10．合成洗剤の原料のひとつである助剤は、離脱した汚れの再付着を防止する働きがある。 

 

11．休憩や打ち合わせなどに要する時間は、標準作業時間に含まれる。 

 

12．コンポジションビニル床タイルは、バインダー（粘結材）含有率が 30％以上のものをいう。 

 

13．災害発生の仕組みにおいて、作業環境の欠陥は労働災害の間接原因に分類される。 

 

14．周波数は、静岡県の富士川を境にして東日本は６０Hz、西日本は５０Hz を使用している。 

 

15．衣服・紙類の摩耗粉や化学繊維粉の汚れは、有機質の汚れ物質に分類される。 

 

16．コード相互を接続する器具をコードコネクターといい、差込みプラグとプラグ受けで構成され

ている。 
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17．高速バフマシンは、1,000～2,500 回転（分）の高速回転数を有し、効率的なはくり作業を行う

ことを目的に開発された。 

 

18．ノロウイルスによる嘔吐の処理は、エタノールをしみこませた布やペーパータオルなどで覆う

か浸すように拭き取る。 

 

19．ビルクリーニングにおける品質評価は、目視、接触、臭覚などによる官能検査が主に行われて

いる。 

 

20．トイレは時間帯によって使用頻度が変わるので、その時間帯の管理状態が品質の評価に影響す

る。 

 

21．ベネシャンブラインドは、アルミニウムに塗料を焼き付けたルーバーを横につないで左右に開

閉するようになっている。 

 

22．作業計画作成に必要な単位作業時間の算出は、作業量要因数×標準作業時間×1日（月間）の

作業回数で求められる。 

 

23．病院の排出ごみのうち、感染性の高いものは一般管理廃棄物という。 

 

24．階段のノンスリップに、土砂が詰まると転落事故につながる。 

 

25．清掃作業監督者は、登録建築物清掃業における実務の最高責任者と位置付けられている。 
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■Ｂ群（多肢択一法） 

 

1．自在ぼうきの説明として、最も適切なものはどれか。 

  イ ブラシは薄くて繊細なため、室内用には不適当である 

  ロ 床面をなでるように掃けるため、浮遊粉じんが発生する 

  ハ 掃く部分が毛のブラシのため、細かいほこりは除去できない 

  ニ 部屋の隅や階段の角などをきちんと掃くことができる 

 

2．排水通気設備として、最も不適切なものはどれか。 

  イ スリットライン 

  ロ 通気管 

  ハ トラップ 

  ニ 配管 

 

3．カーペット繊維素材に関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ ウールは、水溶性物質と結合しやすい 

  ロ ナイロンは、耐摩耗性に優れている 

  ハ ポリプロピレンは、熱に強い 

  ニ アクリルは、吸水性が低い 

 

4．廃棄物の排出の処理責任者または処理業者に関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 事業活動に伴って排出される廃棄物の処理責任者は、排出者 

  ロ 家庭などから排出される廃棄物の処理責任者は、地方自治体 

  ハ 建築物から排出される一般廃棄物の処分を委託する業者は、一般廃棄物処理業者 

  ニ 産業廃棄物のうち感染性などのある廃棄物の処分を委託する業者は、産業廃棄物処理業者 

 

5．建築物清掃の除去対象物の記述として、最も不適切なものはどれか。 

   イ ごみは害虫類の温床となることにより、ときには感染症や病原体を媒介する 

   ロ ほこりには「堆積じん」と「浮遊じん」とがあり、相互置換の関係はない 

   ハ 汚れは有害物を含むものと含まないものとがあり、一般的には、直接健康障害をもたらす 

ことは少ない 

   ニ カビときのこ等をまとめて「真菌」と呼ぶが、建築物と関わり合いがあるのはカビである 

 

6．ネズミの防除方法として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 空気環境の調整（湿度・室温調整） 

  ロ 環境の対策（食物の管理、巣・生息場所の管理） 

  ハ 化学的対策（殺鼠剤、忌避） 

  ニ 物理的対策（捕獲器、粘着剤） 
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7．階段清掃における作業上の注意事項として、最も不適切なものはどれか。 

  イ ノンスリップの溝に堆積した土砂の取り残しによる事故が発生しないよう注意する 

  ロ ノンスリップの素材の一つである真ちゅうは、酸化膜を生成することで変色しない 

  ハ ノンスリップには、アルミニウム・ステンレス・真ちゅう等の金属材が多く使われている 

  ニ ノンスリップには床維持剤が付着しないよう注意する 

 

8．フリーアクセスフロアに関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 基材はステンレススチール製のものが多い 

  ロ 仕上げ材はタイルカーペットが使用されるのが一般的である 

  ハ 配線や機器類は静電気や水に弱いのでクリーニング方法は事前に検討する 

  ニ クリーニング技法はドライ方式によって管理することが望ましい 

 

9．感染予防を前提とした清掃作業方法として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 夏季は、ドアノブなどに手あかが付着しやすいので季節も考慮しながら作業を進める 

  ロ タオル、モップなどは、必要数量を用意し、順次新しいものと交換する 

  ハ 風上から風下へ、上から下へ、入口から奥へ作業を進める 

  ニ 消毒薬を使用する場合は、通常の汚れを除去してから使用する 

 

10．フロアーポリッシュ性能評価の記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 試験用の床は中間に出入口のない、歩行量が中程度以上の長い(16～20ｍ)廊下を選ぶ 

  ロ 試験はビルクリーニング作業に熟練した者が行う 

  ハ 施工直後でマーブル調の床を選ぶ 

  ニ 試験期間は最低１ヵ月程度を予定する 

 

11．作業手順書に記載する項目として、最も不適切なものはどれか。 

    イ 作業名・作業手順  

    ロ 実施作業内容・作業方法  

    ハ 清浄度別区域・使用資機材名  

    ニ 作業予定表・作業終了報告書 

 

12．溶剤の種類として、合成溶剤でないものはどれか。 

  イ イソプロピルアルコール 

  ロ ベンジン 

  ハ 酢酸エチル 

  ニ アセトン 
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13．タイルカーペットの特徴に関する記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

  イ ロールカーペットより搬送・施工が容易である 

  ロ 部分的な取替えが可能である 

  ハ OA 機器の普及に伴う配線方式に対応できる 

  ニ 廃棄時に問題が発生しにくく、無公害である 

 

14．電気用語の説明として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 電圧：記号 E － 単位：V（ボルト） 

  ロ 電流：記号 I  － 単位：A（アンペア） 

  ハ 電力：記号 P  － 単位：Wh（ワット時） 

  ニ 抵抗：記号 R  － 単位：Ω（オーム） 

 

15．廃棄物処理の基本として、最も不適切なものはどれか。 

    イ 過去の廃棄物の統計を活用する  

    ロ 外界・自然界との関連を考慮する  

    ハ 適切な廃棄物処理計画を立てる  

    ニ 新築ビルの場合は、竣工後、廃棄物処理計画を立てる 

 

16．ゴム系床材の性質に関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ アルカリ性洗剤を用いると変色するので注意が必要である 

  ロ 紫外線等により徐々に退色・劣化を起こす 

  ハ 床維持剤の密着性が悪いので、定期的にドライバフが必要である 

  ニ 多孔質な材質であるため吸い込みが多い 

 

17．電動機（モーター）の説明として、最も不適切なものはどれか。 

  イ モーターには、交流モーターと直流モーターがある 

  ロ 交流モーターには、誘導電動機と整流子電動機がある 

  ハ 誘導電動機は、比較的手がかからずに高速回転ができる 

  ニ 真空掃除機には、整流子電動機が使われている 

 

18．「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」の事業登録における登録要件として、 

最も不適切なものはどれか。 

  イ 物的基準 

  ロ 技術基準 

  ハ 人的基準 

  ニ 質的基準 
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19．真空掃除機の使用上の注意事項として、最も不適切なものはどれか。 

  イ ノズルは空気が入らないように床面にぴったりと密着させる 

  ロ フィルターの目詰まりは吸じん能力を低下させる 

  ハ 金属片やガラス片はフィルターを傷つけるため吸い込ませない 

  ニ コード・プラグ・スイッチは故障を起こしやすいので絶えず点検する 

 

20．建築物各部の性能に関する記述として、最も不適切なものはどれか。 

  イ 天井には、防火性・吸湿性が要求される 

  ロ 壁には、耐震性・防火性が要求される 

  ハ 階段には、耐摩耗性・防滑性が要求される  

  ニ 便所および洗面所は、耐水性が要求される 

 

21．カーペット洗浄機の説明として、最も適切な組み合わせはどれか。 

  イ ポリッシャー方式 － ハード床と比較して非常に電流抵抗値が小さい 

  ロ ドライフォーム方式 － 基布を濡らして収縮を起こす恐れが少ない 

  ハ エクストラクション方式 － 多量の洗浄液を噴射するので天然繊維（ウール）の洗浄に 

適する 

  ニ パウダー方式 － 重度な汚れの除去に適する 

 

22．カーペット床材の燃焼による見分け方に関する記述として、最も適切なものはどれか。 

  イ アクリルは縮れながら弱い光を放って燃える 

  ロ アクリルはジリジリと弱い光を放って燃える 

  ハ アクリルは溶けながら弱い光を放って燃える 

  ニ アクリルはパッと弱い光を放って燃える 

 

23．作業計画の作成手順について、最も適切なものは次のうちどれか。 

  イ 仕様書の把握→作業量の把握→作業基準表作成→作業時間の算出→作業計画作成 

  ロ 仕様書の把握→作業基準表作成→作業量の把握→作業時間の算出→作業計画作成 

  ハ 仕様書の把握→作業基準表作成→作業人員の算出→作業量の把握→作業計画作成 

  ニ 仕様書の把握→作業結果の点検・評価表作成→作業量の把握→作業計画作成 

 

24．作業の評価について、最も適切な組み合わせはどれか。 

    イ 評価判定 － 仕様書の範囲のみ  

    ロ 評価頻度 － 年 1回  

    ハ 評価方法 － 測定機器による検査  

    ニ 評価項目 － 基本項目と選択項目 
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25．「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」における特定建築物の説明について、 

最も不適切なものはどれか。 

  イ 3,000 ㎡の百貨店 

  ロ 5,000 ㎡の旅館 

  ハ 3,000 ㎡の工場 

  ニ 8,000 ㎡以上の学校 

 



2023 年度 ビルクリーニング技能検定 

1 級 学科試験問題 

＜ 正 解 ＞ 

 

Ａ群 真偽法  Ｂ群 多肢択一法 

設問 解答  設問 解答 

1  誤  1    ニ 

2  誤  2 イ    

3  誤  3   ハ  

4 正   4    ニ 

5 正   5  ロ   

6  誤  6 イ    

7  誤  7  ロ   

8 正   8 イ    

9  誤  9   ハ  

10 正   10   ハ  

11 正   11    ニ 

12  誤  12  ロ   

13  誤  13    ニ 

14  誤  14   ハ  

15 正   15    ニ 

16 正   16    ニ 

17  誤  17   ハ  

18  誤  18  ロ   

19 正   19 イ    

20 正   20 イ    

21  誤  21  ロ   

22 正   22   ハ  

23  誤  23  ロ   

24 正   24    ニ 

25 正   25   ハ  

 

 


